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題名
kimunkamuyキム ンカムイ 【kim-un-kamuy山・にいる ・神1は 熊。神謡の終
結部の語 りの中で ワテケ氏 はpewrepペウ レプ 【pewre-p若"・もの1《 子熊》
と言ってい る。「近 藤テー プ」で は、 同 じ神 謡に 「ヘペ レ(こ ぐまの 曲)」と
い う題がつけ られている。これはおそ らく録 音者近藤氏が ワテケ氏 に きいて書
きとめた ものであろ う。『萱辞典』:「ヘペ レlhepeτ]子熊,赤 ち ゃん熊=生 まれ
て1年 以内 」 「ペ ウ レプlpewre-pl小熊.」『久辞典稿』:「hepere(epere近)く
幼 い者?仔 熊,幼 熊.」「peurep若イ児,仔熊,」「知分動』によれば、heper((イ
ブ リ;ヒ ダカ))にもpewrep((ナヨロ;メ ム ロ))にも同 じく 「子 グマ1一 歳の
子 グマ」 とある。注 として 「eper,heperが日常語 として用 いられ る土地 では、
pewrepはarchafcである。」 とある。 ワテケ氏 らの場合は、heperヘペ レ も
pewrepペウ レプ も両 方 とも日常語 と して使 われ ていた。使 い分 けにつ いては
聞かなかった。
ここに掲 げた タイ トルkimunkamuyutureskorkamuyukarキム ンカムイ
ウ トゥレシコ・ カムユ カラ は、ワテケ氏 自身が、謡 う前 に前置 きとして言った
言葉 の中か ら取 った。直訳す ると、「熊 が兄 と妹である 〔i兄妹 で(暮 らして)
いた〕神謡」 という意 味である。utureskorウトゥレシコ・ につ いては 呼%。
折 り返 し(sakeheサケヘ):houwepahnホoウ ェーパフンー
行 の後つ き。ほ とん どの場合前の言葉 に続 けて発音 されてお り、多 くの行で
この折 り返 しの後に息つ ぎが起 こっている。多 くの行でholuwepahn:ホ『ウ
ウェーパ フンー(nは 日本語 の 「ン」INI、その前 のhは 無声音[NI)のように聞
こえるが 、hとnの 間にuが はっ きり聞こえる(フ ンー と言 って いる)場 合
もあ る。その場合 もuは 鼻母音 にな ってい る。近藤 テープの同 じ神謡(呼 「同
じ神謡の二つ の録音」IDで は、折 り返 しの末尾はhm:フムー と言 ってい る。
wはuとeの 問でわた りとして出ているにす ぎないのか も しれない。
リズム
折 り返 しも言葉の部分 も4拍 で謡われてい る。暉 「発音 」の章の 「5.リズム」
・108一
あらす じ
私(雄 の子熊)の 妹 は、毛並みがつやつや と光 った美 しい女 の子 だった。私
はいろいろと苦労 し、骨 を折 って この妹 を育 てたが、妹 は今 は もう胸元 のひ も
をしめるほどの、年 頃の娘 に成長 した。
ある 日、私は天の父母 に会 いた くな り、妹 を家 に残 して天 の国に遊 びに行 っ
た。父母 と楽 しく語 り合 っていたが、突然妹の事が心配 でたま らな くなったの
で天か ら家 に下 りて来た。
家に入 ってみ る と、妹の姿はな く、肉 もつ いていない骨 だけが長々 と横 たわっ
ていた。 トヤ ラサ ルシ ・ウェナラサル シ 〔注:テ ープでは、ホ や ウェ の前 な
ので 「_サルス と発音 してい る〕 とい う恐 ろ しいけだ ものが 、留 守の間に忍ぴ
込んで、妹 を殺 したのだった。
それか ら私 は トヤラサル シ・ウェナ ラサ ルシ と戦った。がぶ りと噛み合 い、互
いに肉 をか じって振 り回 した・ しば らく戦 って、 とうとう私 は トヤ ラサル シ・
ウェナラサルシ を殺 した。
ほん とうに腹 立た しい気持 ちで、私は天の父神、母神の ところに行 く。 これ
か らは天の国で暮 らすのだ。
と、雄の子熊が物語 って天に昇 って行 った。
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テ工 タ エ カシ、
fθθ伯 θκas',3
エ ネ チュ プ ポ ζ」セ ヒ、
θηθ αノρ ρσ〆OSθわ',4
タン チュ プ レヘ、
faηα'ρr(箔θ,5
ハ プラプ セコロ アイェ
わaρ旧 ρSθκora=yθ6
チュ プ ネ ワ、
αノρ ηθ 四a,7








ニ サッタ アン コッ
η'3a雌aaηκor12





'エネ チュプ ポ'ロセ と'
、







ニ サッタ アン コッ













句 上 の 行 で 言 っ た こ と を別 の表 現 で 言 い直 し τい
るσ
の 同 じ話 者7テ ケ氏 が7955年に ば んaρ頗ρハ プラ
プ ば ヂ大 き な葉 が た れ 下 が るノ こ と を 言 ラの で8
月 の名 称 だ と言 った 。 この 神 謡 が 歌 わ れ た の は"
月1β であ ったが 、話 者 は 始 ρraρハ ブラブ の1θ
だ と言 つ で い る`厨'r田沙 辞 興'ナ。'登 辞 典ノ1rハ
ブラ プテユ プ角aρraρ・σ好ρ12月 。ノ 「バ 辞 典1;
「Haprap-cup1、プ ラ プ チ ュ プ3月,Themon電hof
March」研 究 会 員 熊 田 長 生 は 、 「バ チ ラー の 時代 、
1日暦 で あ っ た ろ うか ら、Marchはい まの2月 で は
な い か」と言 う。実 際 、ワテ ケ 氏 が 昔 の 月 の 名 称 を
日本 語 に訳 した と き、 そ れ は1日暦 の 月 の 話 で あ っ
た。い まの 暦 で 言 った と き も 、そ の 名称 をそ の ま ま
使 っ たの で あ る。
7ノρ フρは口 蓋 帆 破 劃 。
呼び
7η ぐ言 い表 ず♪。
明θになると
2日 といいます。 ア3フa-γθ ア イ ェ ぱ 、 こ こ では で一般 に入 ば言 う、
言 わ れ る♪。
一111一
タン ト シネ ト
faη'051ηθfo
















































クイェ オ アシ ハ+ウ エ















16フぐ初 め τ九1θrつ い た ちノだ か らこ ラ言 っ τい
る。
1ηθρヨエ ノrば 仁.,`こ到 者/到 達 す る♪o∫5行;目か
5の 続 き で.右7月 の 月 に な った ♪。語 頭 に つ い τ
い る ひ チ ば、 ゴ入 称 捜 数 ぐ私 た ち♪ を表 ず接 頭 詳
o罵だ と すれ ば、ぐ私 た ち`凝"月 のノ月 に到 った♪と
解 ぜ る。 その よ ラな 言 い方 が あ るの か ど ラか 不明
だ が 、取 りあ えず`..に な っ たナ と訳 し でお く。
76一η α助 ノ∫rよラや ぐぞ の月 に な ワま した。ノ
7のぐ私 の妹 の とこ ろ に》。7テ ケ氏 が 妹 ザ ダ モ氏 の
家 に訪 ね τ来 た と きに 、 この 銀 晋 を斧 った 。
2ηrこの 神 謡 ノ と ば 、 い ま か ら謡 ラ神謡 を指 ず。
2匂 循『訳 ずる と ぐ山 の 神♪。
2の'μrθ5'トゥ レ シ 兄 か ら見 た妹 σこ の方 言 の θ 常
会話 で`よ'戸a按ρaマ タノf'網'σ旧faρa`'7aノマ タ f
`ハノ'所1が使 わ れ るが 、 韻 文 の 伝承 中 で ぱf鮮 θ5
トウ レシ`概∬ 缶rθs'r切トゥ レ シ`ヒノ爾 ま た は所
属 形 か らの 転用 で概 所 の 区 別 の な い'郡θ5'トゥ レ
シ`例 諭=kor佃rθS'アコ7Aウ レ シノ が 使 わ れ
る。廿四θPθkθrウ ェペ ケ レ`音話ノに は両 方 出 τ<
る。 〃イ師θ51一κorウ・トゥ レ シ ・コ ロ は ぐ兄 妹 の閲
保1にあ る九5と κ`こ ぱ さ ま れ た'が 落 ち τ
μ勧rθsk併ウ トウレ シコ ロ と 発 音 され τ い る。
2劣 次 に見 る よ ラに 同 ひ ワ テ ケ瓦 が 局 θ神 謡 を1年
2カ 月後 に謡 っ た と き に は 、録 音 者 近藤 鐙 二 郎 氏 の
ノ ー トに よ れ ば 再印 θrへペ レ 仔 熊 》 と い ラ題 が
つ け られ てい る。
2⑤oas'オア シ ば 、助 動 詞 的 に 使 わ れ で ぐ.,し始
め る 、 い ま ま さに...しよ ラ と し τい るゐ
2の_faρaηρaタ ブ ア ン ナ/～aρaηaタ パ ン
ナ と もよ ぐ言 ラ。,..ηθρaネ ナ と ほ ぼ'可義
で、 よ'ノき ちん と した`フ ォ ー マル なノ言 い 方.給 ρ










































ホ ー ウウェーパ フンー、
ル ー シュ ク ル カー ジ イ
ホ ー 『ウ ウェーパ フンー、
コートラー ケ ー マ ー ト
ア コットゥー レー シ ー
ホー'ウェーパフンー『(#オヤキモヤN
lアレ
スパ ー ポ ー カン
1エヤ イコー ラー ム ー 『ア
ホ ー『ウウェー パ フンー 、
ペ ー テ トネ『イ カー ネ'イ
'オガ ア ヌ'ア イネー
ホ ー1ウウ ェー パ フンー 、
タネ 『ア ン キ ー コロ'ア











DrUSル シ 毛 皮 。
1-2)((W》)1「毛 の 上 が なん と も 言 え な い ヒ カ ヒ カ に
光 っ た きれ 一 い な 毛 の 女 。」
3)神が 自叙 す る 「私 」 を表 す 人 称 の表 現 に、 こ の
話 者 の 謡 う神 謡 で は 、1人称 複 数 形ci=チ/iasア
シ は あ ま り使 わ れ ず 、 た い て い、 不 定 人 称 形a=
ア/四anア ン((引 用 中 の)私〉が使 わ れ て い る。こ
の 神 謡 で も同 様 。
折 り返 し の後 の(1の 中 の#の 部 分 は、 の ど を
す っ き りさせ よ う とす る 咳 払 い と咳 。 その あ との
「オ ヤ キモ ヤ」は 、ア イ ヌ語 を 話 して い る 中 で も よ
く出 て くる 間投 表 現 だ が 、 オヤ は 日 本 語 の 間投 詞
「お や 」、 キ モ ヤ は 恐 ら く北 海 道 で よ く使 わ れ て い
た 日本 語 の 「きも や け る(肝焼 け る)」(腹立 た しい 、
い ま い ま し い》 で あ ろ う 。
4・6》子 ど も を育 て る こ と を 言 うの に 使 う常 套 表 現 。
叙 事 詩 で も昔 話 で も使 わ れ る。((W))=「い ろい ろ と
才 シ ッ コさせ よ う と も、ご は ん(を1食べ させ よ う と
も、 な ん で もす べ て め ん ど うみ て い た。」
7)oka冒auオカ ア ン(我 々 は い た 》、 自分 と妹 と 一
緒 に 暮 ら して い た 。
8)直訳 す る と 《今 にな っ た と き》。kiキ(す る 》は
リズ ムの 関 係 で入 れ られ た 。 これ が 入 っ て こ の 行
は 最 適 の 音 節 数5音 節 に な っ て い る 。
9-10)((W)》:「お っ ぱ い が少 しお が っ た ら 〔=乳 房
が 少 しふ くら ん で きた ら〕胸 に ひ も(を)しめ る。〔田
村 注:mourモウ ル と呼 ばれ る下 着 の 胸 の あ きの 左
右 に1本 ず つ の ひ もがつ け て あ る。〕15、6才にな っ
た ら、男 の 人(が》よ くふ とこ ろ に 手(を)入れ てお っ
ぱ い(を)とられ る(sinotシノ ト)の(が)いや だか ら
ひ も(を)しめ る 。ユ 女 の 子 が 娘 ら し くな る ま で に成
長 した こ と を 表 す 常 套 表 現 。 こ こ で は 複 数 形 の
erikiraypaエリキ ラ イパ を使 って い るが 、単数 形
erikirayeエリキ ライ ェ も使 わ れ る。昔 話 な どの散
文 の伝 承や 日常 語 の 話 の 中 で は単 数 形 が 使 わ れ る 。
【e-riki-rayeその 頭 ・高 く ・移 動 させ る】つ ま り(高
く上 げ る》とい うの が 直訳 的 意 味 だ が 、胸 の 高 い所
で しめ る か らそ うい うの だ ろ う・ 男 の子 の 場 合 は






ホ ウウ ェパ フン
houwepah皿




















アホ ッパ キ ナ。
a=hoppaki皿a。
ホ ー1ウウェー パ フンー 、
10『 エ ー リキ ー ライー パ ー ・
ホ ー'ウウェー パ フンー 、
llタ ーパ ン ペ イ クースー ア
ホ ー'ウウ ェー パ フンー、
12'ウ カントー1オ ー ル ン シ
13ネ ウ ェ'アン ル ー ス イ
ホ 」 ウ ウェー パ フンー 、
14カ ントコゴ オ カー ム イ1ア
15コ ー シー ネ ーウ ェー
ホ ー1ウウ ェー パ フンー、
16シ ネ1ア ンチ ー カラ
171ア コットゥー レー シ 『ア




ウ ウ ォ シマ レ1男(の》・姿 ・を集 め る1(男ら しい 姿
に な る〉とか 、「ひ げ が まだ 濃 くな って い ない 」、あ
るい は 「(座って い て)衣 服 の前 の 部 分 を(陰 部 を
隠 そ う と して 〉下 げ 下 げ す る」とい っ た よ うな 表 現
が 昔 話 や 叙 事 詩 に 出 て くる。た と え ば 『音 声6』p.38
((NK))=「rekkurp6kacearaytaレッ クル ポ カ チ ェ
ア ラ イ タ 《ひ げ が まだ 濃 く な って い な い》」(ウウ ェ
ペ ケ レ 昔 話)、 「金 虎 杖1584((ワ カ ル パ))1
「Rekkurmama■chiearhaita顎類 の 黒 み/い まだ
と ・の はず 」(英雄 叙 事 詩 〉、『金 ユ 集9』43・5((ワカ ル
ノ{))=「amikosonte■Bshichisutpo■oranrani我力{
着 る小 袖/わ が 前 あ た りを ■ か きつ くろ う」〔英 雄 叙






14)【kanto-kor-kamuy天・を持 つ ・神 】(天 を 領 有





































[ウ1ウェンル イ ウェンル イ。
[U】wenruywenru予
ホ ー『ウ ウェー パ フンー、
19'ウ カ ントウ'オ ッター
20カ ントコロ『オ カー ムイ ァ
ホ ー'ウウ ェパ フンー、
21,ア コ シー ネー ウェ ハ+
22『 ウウェネウサ ラ1アン コロ ァ
ホー1ウウェーパ フン(#N
231オ ガ ア ヌ'ア ー ワー
ホ ー'ウウ ェー パ フンー、
24『 ウ'オ ンニ ー サ ー プノー
25ア コ ットゥー レー シ ー
26『 ア イポ ター ラー ナ ー
ホ ー,ウウェパ フンー 、





楽 しく語 り合 って 22》((W》):「お 互 い に物 語 り して。」







24》((W))1「急 に 。 カ ムユ カル(神謡)とユ カ ル(叙事
詩 》。」
26)a雷eア エ がayア イ とい う1音 節 に発 音 さ
れ,a昌epoアイ ポ で1拍 に な っ て い る 。





タパ ン ペ クス
tapa皿pekusu(ha)










ソモ ス イ クス
somosuykusu
【ウ1シ ラ ン クニ
【ulsirankuni




ア ゥ ンチセ タ
a=unciseta


























タパ ン ペ イ クースー ハ+
ウ カ ントウ'オ ロ ワー
ホ ー1ウウェー パ フンー 、
'ア『ウンチーセー 『ウヌ ハ+
ウ ラナ ヌ1ア ー ワー
ホ ー1ウウェー パ フンー 、
ソー モ ス イ クー スー
1ウー シ ラン クー 二 一
『ア ラム ー'ア ー ワー
ホ ー'ウウ ェー パ フンー、
'アウ ンチ ー セ ー ター
'アー フ ナ ン キ ー ワー ハ
'インカラヌ 軍ア ー ワー
それだから
天から 29》omオ ロ は 、rの あ とに は っ き り母 音 が 聞 こ
え る が、 リズ ム か らみ る と、orオ ロ を 目指 して い
る と 思 わ れ る 。
私の家に
30》unciseウンチ セ は神 謡 や叙 事 詩 の 言 葉 で 、《自
分 の 家(住居)》。 げ カ ッ コウ の 神 の16行 目。
お りて来 る と 31)(〔W))汀お りて きた ら。」
まさかそん なことに
なっている とは
32・4)慣用 句DI(否定 》・また ・(強め)・(そうな る)・とい
うこ とを ・思 う ・す る と1(ま さか そ ん な こ と に な
る とは思 わ なか った の に〉。1(W)):「そ うな っ て い る



































ホ ー1ウウェー パ フンー、
『ア ー コットゥー レー シー(息)
ピ ーチ ウ ポ ー ネー ヘ イ
パ テ ク1オ ウカー ナ ー
ホ ー1ウウェー パ フンー、
411イ ンカ ラヌ 『ア ー ワー
ホ ー『ウ ウェーパ フンー、
廿オ ロヤ ー チ ー キ ハ
『ア オ ハ シリ1イケー へ'(#)
1ウ トゥスマ ー ク クー ニ プ
ホ ー『ウウェー パ フンー 、
トー ヤ ラウサ ー ル ス





鋤)直 訳 す る と私 の妹 の 肉 もつ い て な い骨 だけ が
残 っ て い た 。
39)piciwponeビチ ウポ ネ((W))=「み(が)一つ もつ






42)oroyacikiオロ ヤ チ キ 予 想 に反 して こ う だ っ
た の だ な、とわ か った 、とい う こ と を表 す 副 詞 。さ
て は、 な る ほ ど。
4344)σhasirオハ シ リ1概Fohasirke(he)オハ シ リ
ケ(へ〕1所Hohasirike(he)オハ シ リケ(へ)かも しれ
な い1(留 守 》。tusmakトゥシマ ヶ は 《_と先 を争
う〉。((W))=「iyetusmakイイ ェ トゥ シマ ク は 競 争
で何 か を取 る。」ohasirketusmak才ハ シ リケ トゥ
シマ ク は 、((W)):「忍 んで 来 た。」「留 守(を》見 か け て
来 る。 熊 で も人 間 で も。」
44}kuniクニ は.日 常 語 のkロn言ク ニ とは 違 う。
神 謡 や 叙 事 詩 で は、特 に積 極 的 な意 味 は な く、韻 律
を整 え る た め に よ く置 か れ る。
トヤ ラサル シ
ウェナ ラサル シ
45・6)1語ずつ 発 音 す れ ば トヤ ラサ ル シ、ウ ェナ ラ
サ ル シ。次 にwウ やhoホ が が 続 くた め に 「_サ
ル スjと発 音 され て い る。伝 説 上 の 獣 の 名 前 。((W)):
「け もの の う ち い ち ぱ ん悪 い も の 、ゴ リ ラみ た い な
恐 ろ しい も の。恐 ろ しい 猛 獣 。四つ 足 。お ば けみ た






























サ レトゥー プシー ケ ー
サ レトゥー プシー ケ ー
ホ ー1ウウ ェー パ フンー、
ポ ン ズ ーマ ー ポ ー ホ+
チ ェチ ョッチ ャウカラ ペ イ
ホ ー 『ウ ウ ェー パ フンー、
1アオハ シリケー ヘ ハ
ウ トゥスマ ー ク キ ー ワー
ホ ー『ウ ウェパ フンー、
『アー コットゥー レー シー ハ
ウー ロ ンヌー ル ー ウェイ
ホ ー1ウウェー パ フンー 、
55ネ ロ コウ カー ナ ー











あ とは ッル ツ ル と は げ て な め し皮 み た い に な って
い る。刀 も槍 も通 さ な い 。歯は 上 も下 も長 い き ば を
む き出 して い る。」ltoy-ara-sar・usひど く ・(全く+
付加 母 音7)・尾 ・(それ1につ い て い るHwen-ara-sar・
usひ ど く悪 く ・{全く+付 加母 音?y尾 ・〔それ)につ
い て い る1(?)((S))によれ ばarasarusアラサ ル シ と
い う名 の け だ もの 。((S)):「ライ オ ン系 統 の もん だ
ね 。 ラ イオ ンDsaretupsike■ponnumapo/
c6cotcakar/kisaretupsike■ponnumapo//
C的otoakarサレ ト ゥプシ ケ■ ポ ン ヌマ ポ ■ チ ェ
チ ョ ッチ ャ カ ラ/キ サ レ トゥブシケ/ポ ン ヌ マ ポ
■ チ ェチ ョ ッチ ャ カ ッ ち ゅ う 〔=と い う〕 か らね
え、しっ ぽ の先 しか 毛 な い の ね え、これ は 。鹿 に も
つ か ない し犬 に もつ か な い 。 ラ イ オ ンに もつ か な
い け ど まず 、 ラ イ オ ン系 統 だ ね 。arasarusアラサ
ル シ ち ゅ う も の は 。そ れ は もの 一 す ご い こん ば い
の早 い もの だ っ て ね え 。体 の 阿 り方 の 早 い。恐 ろ し
い と 。熊 よ り何 よ り恐 ろ し い も ん だp恐 ろ しい け だ
もん よ。こ れ は け だ もの よ 。怪 物 じゃ な い 、け だ も
の 。こ の怪 獣 が 登 場 す る神 謡 は ほ か に もあ る が 、既
刊 の 神 謡 の 中 に は まだ 見 半 た らな い。
47)行頭 のkiキ を前 の折 り返 しの 息 つ ぎ に続 け て
お さめ て い る。 残 りは5音 節 。
49》[ponnuma-po小さ い(=少 な い1・毛 ・(指小 辞)1
ほ ん の少 しだ け の 毛。
50》lc(i)一e-cotca-kar(中相)・先 の 方 ・射 る{他 動 詞
形 成)1(矢で打 ち つ け た よ うに ほ んの 少 しつ いて い
る〉。
51-2)暉43-4・
54)ronnuロン ヌ は 、 日常 語 で は2人 以 上/2匹 以
上 を殺 す こ と をい うが 、神 謡 なの で 、妹1人 だ け を
殺 した こ とに も こ の複 数 形 が使 わ れ て い る。〔IWル
「た くさ ん殺 す 。 一 人 で も まて え に〔丁 重 に)言うか
ら。」
のだ っ た。 55》rokokaロコ カ(また はrok'okaロクオ カ)は轟an
ア ア ン[単 】に対 す る 複 数 形 。神 謡 な の で 、しば しば
1人/1つ の こ とに も複 数 形 が 使 わ れて い る。
一125一




























56タ ー ポ ロウ ワ ーノー
ホ ー'ウウェー パ フンー、
トヤ ラウ サ ー ル ー ス
ウェナ ラ,アサ ー ル ー ス
1アコイキ ー キ ー ナ ー
ホ ー 『ウウ ェー パ フンー、
60『 ウー タスパ ウ パ クノー
ホ ー 『ウウェー パ フンー 、
'ウー ノテ ー コイキー ハ+
ア キ ロー カイネー
ホ ー,ウウ ェー パ フンー、
1アノカンカー ミー ハ+
ア ル プネー カー ミー ヒ+
ホ ー'ウウェーパ フンー 、57585961626364
・126一










60》paknoパクノ のkク は 口 蓋 帆 破 裂 。
ガブ リとかみつ き
かみ合 って
61)lu-not-e・koykiウ・ノ ト・エ ・コ イ キ 互 い ・あ
ご ・で ・_を襲 う】(〔W)):「口 で か み あ っ こ(=噛 み
合 い)する。 普 通 に も、犬 の け ん か で も。」
小さい肉
大きい肉を
634》nokanノカ ン は(細 か い 、(たく さん あ る もの
が)小さ い》、rupneルプネ は 《(たく さん あ る もの
が)大 きい》。この2行 、((W》);「小 さ くか じ った 肉 、
大 き くか じっ た 肉・ ば け も の の 肉 も自 分 の 肉 も。」
一127・
ウ タスパ パ クノ
皿taspapakno






































スパ ウ パ ー グノー
(アエ チ ャト、'アエ チ ャリ)
7アイノテ ー スー イパ ー
ホ ー『ウ ウェー パ フンー、
守 キ'アヌ'ア イネー
ホ ー『ウ ウェー パ フンー、
トヤ ラウサ ー ル ス
ウェナ ラウ サ ー ル ス
ホー 『ウ ウェーパ フンー{
甲ア ロンヌー キ ー ナ ー
ホー 『ウ ウェーパ フンー、
『イル スカウ トゥー ラー
ホー1ウウェー パ フンー、
『ウー カントウ 『オ ー ッター
互いに 651paknDパクノ のkク は 有声 の 【g】グ に な っ て
い る。
か じってふ り回 した。
しば らく戦 って とうとう
トヤ ラサル シ
ウェナラサル シを
66)a=eアエ はayア イ と二 重母 音 で発 音 され て い
る 。 〔(W)):「か ん で ふ りまわ し た。」le・not・e・suypa
エ ・ノ ト・エ ・ス イ パ そ の 一 部 ・あ ご ・で ・,,,を
振 る(複)】((WD:「口で か ん で 振 り回す 。 普 通 に も
(言う)。」
63・66)〔熊 田 注:y白karユカ ラ で は、 こ の よ う な文
脈 で は 、通 常 は まず 敵 方 が 自分 に した こ とを 言 い 、
次 い で 自分 が 柏 手 に し た こ とを 言 う、 とい う形 の
対 句 表 現 が 使 わ れ る。 こ の 部 分 も初 め はそ の 形 で
言 わ れ た 可 能 性 が あ る。 そ うだ とす れ ばl
a=nokゑnkaml/a=rupnekami■eooし巳s■ypa/
nokankami/rupnekami/a翠notosuypaアノ カ ン カ
ミ/ア ルブネ カ ミ/エ ノテ ス イパ/ノ カ ンカ ミ/ル
プネ カ ミ■ アエ ノ テス イパ 。〕
私は殺 してや った。
腹立た しい気持ちで 71)iruskaイル スカ/イ ル シカは 、腹 立 た しい 、 く
や し い、憤 慨 す る 、不 機 嫌 に なる 、な さ け な い 、な
ど の 感情 を 含 む 語 。 こ こで は動 名 詞 と して使 わ れ
て い る。










タパ ン テ ワノ
tapantewa皿0
ホ ウウ ェパ フン
血ouwepah皿
















73カ ム イ1ア ー オ ナ ーハ ー
74カ ム イ'ア ウヌーフー
75ア コ イケ ー ス イ ナ ー
ホー 『ウ ウェーパ フンー、
76タ パ ン デ イ ワー ノー'オ
ホ ー'ウウ ェー パ フンー、
77'ウ カ ント1ウ 『オー ッター
ホ ー 『ウ ウェー パ フンー 、
78『 ウー アナ ン クー ニ プ ハ+
7gア ネ クー スー ター プ
ホ ー'ウウ ェー パ フンー、
80カ ン トー ウ'オ ー ル ヌ ア
81リ ー キ ナ ン キ ー ナ ー







751[ko-ikesuy...に・怒 って 出 て 行 くIikesuyイ
ケ ス イ は 、((W)):「は らん ば い 悪 くて(=心 中 お も
しろ くな くて 、 憤慨 して)きも や け て 、 フ イ と行 く
こ と、わ し(=私)こ こに 晩 まで い る と こ ろ、な にか
か に か して 、 は らん ばい 悪 くて 途 中 か ら フ イ と行
け ば、 そ れ も。」穀 兄 弟 の仕 打 ち に 腹 を立 て て 、 と
か 、夫 の 浮 気 に憤 慨 し て、とか 、何 か 心 中 ゆ るせ な
い こ と が あ っ て 出 て行 くこ とを言 う。kかは 、出 て
行 く先 を指 し示 す 。((W)):「しや ぱ にお る の もい や
ん な っ て き もや け て行 っ た。」
76・9)直訳 す る と 「私 は こ れ か ら天(神の 国)で暮 ら
す こ と に なる 者 だ か ら」、((W)):「い まか ら天 にい る








ポン ペ ウ レプ、
ponpew「ep,




ヤイェラム カ シ トネ
yayeramukasitne
ウ レスパ ア イネ
u「espaayne










セコロ ア イェ チ コイキプ、
s6kora=yecikoykip,





















82)リズ ムの 上 で は前 の 折 り返 しに続 い て い る 。こ
こ か ら、 フ シな しの語 りの終 結 部 。82のsekorセ










85)歌っ て い る34行 目で はturesi((兄に対 す る)
妹 〉 を使 い 、respaレシパ[複 】を使 っ て い た 。 こ
こで は 語 りなの で 、日常 語 と同 じ くmatakiマタキ
((一般 に)妹》、resuレス1単 】を 使 って い る。な お 、
日常 語 で も 「兄 か ら見 た 妹 」は 、「姉 か ら見 た 妹 」と
区 別 し てmatapaマ タパ1概llmatapa(ha)マタパ
(ハ)1所1と言 う こ と もあ る。((W))1「turesi(hi)トゥ
レ シ(ヒ)は ユ カ ル(叙事 詩)と カ ム ユ カ ル(神謡)、
matapa(ha)マタパ(ハ 》 は 普 通 に も、 男 か ら。
mataki〔hi)男か ら も女 か ら もD」
86)((W))1「苦 労 し た。」 こ の 語 の 形 に は 、yayの
あ と のeの 有 無 、ramの あ とのuの 有 無 な ど、ま
たsitneの前 のkaの 有 無 な ど、 い ろ い ろ あ る。
yayeramukasitneヤ イ ェ ラ ム カ シ トネ
eyayramsitneエヤ イ ラムシ トネ 、eyayeramusitne
エ ヤ イ ェ ラム シ トネ な ど。
87)urespaウレ シパ 【互 い ・を育 て る]は 、一 方 が
他 方 を育 て る こ と を表 す 。こ こ の例 は 、兄 妹 で 兄 が
























ネア ペ ウ レプ カム イ
n6apewrepkamuy




タプ クイ ェ オケ レ
tapku=yeokere




















































ネア ペ ウレプ カム イ





とんでもないやっが 95-6〉((W》〕:「うん と悪 い や つ。』tDyikeheトイ ケヘ
に 典 型 的 なylの 発 音 が 出 て い る。
このように留守宅 を荒 らし
妹を殺 した
それに腹 が立 ったか ら、
たたかって
殺 した 、
97》((W))1「留 守 を わ や に して 。」wの 前 のrの 後
に はっ き りiイ の母 音 が 出 て い る の で 、sirシリの
後 にiイ が つ い て い る と見 てohasiriオハ シ リ と
表 記 した が 、ohash・オ ハ シリ か も しれ な い 。
98)歌っ て い る中 で はronnuロンヌ1複】を使 って い
た(55、71行目)。こ こは語 っ て い る の で 日常 語 と同
じraykeライ ケ[単1を使 っ て い る。raykeライ ケ
の あ と に声 門 の ノイ ズ 、 い わ ゆ るつ ぶや き音 が 聞
こ える の み で 、h正ヒ も何 も言 っ てい な い。
100)【u-koykiウ・コ イ キ 互 い ・を襲 う 】は 取 っ
粗 み 合 い な ど.力 づ くで 争 い 戦 う こ と を い う。こ こ
で は妹 を殺 さ れ た 兄 の 子 熊 が 、 殺 し た け だ もの を
や っつ け た こ とを い っ てい る◎
そのばけもの を
殺 してそれか ら、 103)匝ヒ の次 はorQaオ ロ ア の よ う に も 聞 こ え
る。omwaオ ロ ワ と言 お う と した の か も しれ な い 。
天の国へ
その子熊の神 は
怒 っ て 行 っ て しま っ た 、と い う106)ikesuyイ ケ ス イ 顧『75
神謡を
いま私は語 り終えた
の です 。 1091haweはほ とん どaweア ウ ェ に 近 く発 音 さ




14行目への注の続 き)「音声7,8,9』では、将来 アイヌラ ック∫レに なる少年 の
父神が、kantokorkamuyカン トコロ カムイ、sfniskorkamuyシニ シコロ カム
イ、sikamakamuyシカ ンナ カムイ、kan皿akamuyカンナ カムイ な どと呼
ばれている・ これは上 天の神 である二人兄弟 の兄 のほ う 〔金田一 「神伝 」では
弟の ほ う〕で、 ひ ど く勇猛 な、極 め て尊 い神 である。 同 じサ ダモ氏 が謡 った
Kannakamuyカンナ カム イ の神謡(未 刊)は 、他の よ くあ る カンナ カムイ 《雷
神》の神謡 と同 じ内容 の もので、『音声7,8,9』の 「ユ カラ」〔注1サ ダモ氏 は 「オ
イナ」 とい うジャ ンル名 を持たず、金 田一 らの い う オイナ、カムイオ イナ、神
伝 をも ユ カラ と呼んでい た〕 とは別の伝 承であ る。
『音声10』川上 まつ子氏 の神謡ponsetautarポン セ タ ウタラでは、子犬た
ちがkantokorekasiカン ト コロエ カシ 《天を領 するお じい さま》 と呼 んでい
るの はHorkewekasiホロケウ エ カシ 《オオカ ミお じいさま》 である。
サ ダモ氏の謡 った 「村焼 き国焼 き」の異伝 であ る 「神伝(カ ムイ オイナ)」の
紹介 の中で、 これ と同一 と思われる神は、『金 聖典 』;「Shinish㎞rkamuiシニ
シコロ カムイ 眞空(ま そ ら)の 神」、『金ユ研1』:「〔原文 な し〕大天津神(お ほ
あまつか み)」、『金ユ 集2』1「ShinishkQr-kamuiシニ シコロカムイ 最 高の天をう
しは く神」、「同、大空 の神」、な どと呼ばれてお り、Kantokorkamuiカン トコ
ロ カムイとは呼 ばれていない。
kantokorkamuyカン トコロ カムイにつ いては、『久辞典稿』:「Kantokor
kamuiカン ト コ・ カム イ 天神(虚 空 をうしは く神)」、 『久神聖』:「Kanto-kor
kamuiカン トコロ カムイ 蒼 天を領す る女神」〔この神 は女性 〕、その神謡の注1
「日常の祭祀 にはほ とん ど出 てこない」。
『金ユ集4』 には朱 の輪姫(人 問の勇士 と狼神の妹 との 間の娘)の 婚約者である
Ka皿tori-kamu置カ ン トリカムイ 〔注:語 構 成は 《天 ・高い ・神》〕が 「カン トリ
神」 と訳 されている。朱 の輪姫 自身はranke・kantoランケカン 「下の天」 を守
る神 となる。
『名取武光著作集1ア イヌと考古学(一)』(1972》の 「イオマ ンテ(ア イヌの
熊祭 り)の 文化 的意義 とその形式(二)」(初出:1940.5『北方文化研究』第三輯 ・
犬飼哲 夫 と共著)で 、釧路国標茶(し べち ゃ)村 〔注1現 在の川上郡標茶町、屈
・136。
斜路の近 く〕 の虹別 スワ ンコタンにおけるイオマ ンテの記録の中に・神々の名
と各神に捧 げるイナウ(木 の御幣)が 示 されている箇所 で・ カン ドコロカム イ
には(龍 神)と い う解釈 が添 えてある。同書には また、 カン ドコロカム イに捧
げるイ トクパ として、「左半分は太陽神 を形象 り、右 半分は龍の形 を極めて徴象
的に刻んだ もの」が示 されてい る。
葛野辰次郎氏の 『キムスポIV』(1987)に「シノオイナネ(聖 なる尊い)カ ン ト
(天界)コ ル(領 す)カ ムイ(神)リ コマカムイ(天 界 の神)」 とい う言葉が あ
り、別 に 「リコマ カム イ(太 陽神)」 ともある。
このようにざっと見た ところで は、kantokorkamuyカン トコロ カムイ が な
にかとい うことは、地域 によって異 なるが、ワテケ氏やその他の沙流地方 の人々
の伝承で は、特定の神の名称で はな く、天 を領す る 〔統治す る、守 る〕 さまざ
まな尊い神の総称 と考 え られる。 ここで は 「天の神」 とだけ訳 してお く・
一137一
異伝 ・類話







兄が妹 を育 てる話 はめず らしくない。 とくに、育 ての兄 がみ な しごの妹 を育
てる話、育てた妹 を妻にす る話 な どは よくあるパ ター ンである。 また熊 の神謡
もい くつか ある。ToyarasarusWenarasarusトヤラサルシ ウェナ ラサルシ と
呼 ぱれる殺 し屋の けだ ものが出て くる話 もこれが唯一で はな く、門別町保管 の
近藤 テープの 中に も他 の神謡が収録 されてい る。 しか し、 この子熊 の兄妹の神
謡の異伝 とみ な しうる ような神謡 は、ほかに はまだ見つか らない。
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